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主な内容

３Ｐ　マスク等の寄贈に感謝申し上げます

４Ｐ　農村生活体験事業～ようこそ！自然の恵み野和寒町へ～

５Ｐ　国民健康保険証、後期高齢者医療保険証を郵送します

６Ｐ　地域おこし協力隊コラム



牛乳贈答券をいただきました
　５月 15 日（金）、北ひびき農業協同組合より和寒小学

校・中学校の児童・生徒を対象に牛乳贈答券をいただき

ました。

　学校休校や外出自粛の影響で、学校給食などの牛乳や

乳製品の消費が減少しているため消費を促そうと贈答券

１人につき２枚（１枚 200 円分）を配付するものです。

西本組合長からは「児童生徒の健康、地域の商業振興の

ために活用して欲しい」と奥山町長に手渡されました。

和寒町交通安全協会に感謝状
　北海道警察本部交通部長からの感謝状が、５月 20

日（水）に士別警察署山本博義署長より町交通安全協

会へ伝達されました。国道 40 号線沿いでの街頭指導

啓発活動や交通安全少年隊の活動など、交通事故抑止

活動を展開した功績が認められ、浜田義昭会長は「活

動に参加する皆さんのおかげ。今後も頑張って続けて

いきたい」と話していました。

愛鳥週間野生生物保護功労表彰伝達
　鳥獣保護管理員の上口静男さん（西町）が平成

17 年から 15 年間、野生動物の生息状況の把握や、

鳥獣保護普及活動に貢献してきたことに対し、環境

省からの感謝状を、６月９日（火）に上川総合振興

局環境生活課長から伝達されました。

　感謝状を受けた上口さんは「後継者を探しながら、

健康に気をつけて続けていきたい」と話していまし

た。

商工業後継者に奨励金
　令和２年度新規就業奨励補助金の交付式が５月 26 日

（火）役場で行われました。

　交付を受けたのは、1999 年から家業の自動車修理工場

に勤務し、2019 年１月に後継者として事業を引き継いだ

字三笠の藤原信也さん（49 歳）。奥山町長から奨励金を受

け取り、藤原さんは「父から受け継いだ会社を長年利用し

てくれているお客さんのために、これからも頑張っていき

たい」と今後の抱負を語ってくれました。
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マスク等の寄贈に感謝申し上げます
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業所や団体からマス

ク・消毒液などたくさんのご寄付をいただきました。提供されたマ

スクは各施設などで有効に活用させて頂きます。

　ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。

【和寒町役場へ】

鳴呼ワットサム　　   様 手作り布マスク　      300枚 商工会女性部　　　  様 手作り布マスク　 　139 枚

松本　秀樹　　　 　  様 消毒アマノール     36 ℓ 星　　淳也　　　　  様 紙マスク　　　   1,000 枚

和寒コンクリート㈱　 様 紙マスク　　           2,000枚

【和寒小学校へ】

㈱近藤組　　　　　 　様 手作り布マスク　      155枚 ㈱丸〆商会・和寒農機㈱　 様 紙マスク　 　      650 枚

ソウダ塗研　　　　 　様 精製水       　    20 ℓ 保護者（６名）　　　 　　 様 手作り布マスク    81 枚

町有志  　　　　　 　様 手作り布マスク　　  22枚　 手作り紙マスク　22 枚

まちの整骨院　　　 　様 手作り布マスク　       26枚　 紙マスク       100 枚   　消毒液　500 ㏄

商工会青年部　　　 　様 紙マスク     　       250枚　 消毒液          18 ℓ

【和寒中学校へ】

㈱近藤組　　　　　 　様 手作り布マスク　　 80枚 ㈱丸〆商会・和寒農機㈱　 様 紙マスク　 　   350 枚

町有志  　　　　   　様 手作り布マスク　　 80枚 　手作り紙マスク　　25 枚

商工会青年部　　　 　様 紙マスク  　　    250枚　 消毒液   　　　   18 ℓ
㈱ソウダ塗研　　　 　様 精製水             20 ℓ

【和寒保育所へ】

㈱近藤組  　　　 　　様 次亜塩素酸水        20 ℓ ㈱ソウダ塗研 　　　 様 精製水　       　　　20 ℓ
こども応援団　　 　　様 手作り布マスク　　  50枚 渡部薬房 　   　 　 様 アルコール消毒液500ml   ５本

商工会青年部　　 　　様 紙マスク  　　     250枚　 消毒液   18ℓ

【社会福祉協議会へ】

商工会女性部　　　   様 手作り布マスク　 　50枚 宮崎　光行　　　　　様 紙マスク　 　     50 枚

㈱丸〆商会・和寒農機㈱  様 紙マスク　         2,500枚 ㈱ソウダ塗研　　　　様 精製水　 　     　20 ℓ
村岡　敏一 　　 　　 様 飛沫感染予防用農業用ビニール　一巻き

山下　　隆　 　 　　 様 飛沫感染予防用農業用ビニール　一巻き

商工会青年部　　　　 様 紙マスク             250枚　  アルコール消毒液　18 ℓ
渡部薬房　　    　 　様 アルコール消毒液     500ml　　６本

吉原　晴美　　　　　 様 紙マスク          204枚　  アルコール消毒液 500ml　２本

匿名希望　　　　　　 様 手作り布マスク             　28枚　布マスク　１枚　アルコール消毒液　１本　ハンドソープ

匿名希望　　　　　　 様 手作り布マスク　   46枚

こんにちは　農業委員会です！
　農業委員会総会の会議結果は下記のとおりです

●第６回　農業委員会総会

　日時・場所　６月 23 日（火）13 時 30 分

　　　　　　　町民センター子ども会室

　出 席 委 員　14 名

　議　　　件　１．�農業委員会活動の点検・評価及び活動

計画について お問い合せは農業委員会

（TEL32-2435）まで
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農村生活体験事業
～ようこそ！
　　自然の恵み野わっさむ町へ～

　平成２年からスタートしたこの事業は、これまで26

都道府県から102名の方が参加されています。今年は

３名の実習生が10月末までの５ヶ月間、農村体験研修

施設「ふれ愛の里」で生活をしながら、町内９戸の受

け入れ農家で農業実習を行い、町内の各種イベントに

参加し、和寒町のさまざまな魅力を体験する予定です。

大
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沙さん

・出身

　　千葉県

・趣味
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　　筋トレ

深
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田 瞳
ひとみ

さん

・出身

　　帯広市

・趣味

　　料理

　　映画鑑賞

お気軽にお声がけください

どうぞよろしくお願いします！

小
こ に し

西 晴
は る み

美さん

・出身

　　岡山県

・趣味

　　旅行
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　国民健康保険税の税率の改定を行いましたのでお知らせします。

◆新しい保険税率

区　分
医療分

（国保に加入するすべての方）
後期高齢者支援分

（国保に加入するすべての方）
介護分

（40歳以上から65未満の方）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 所得に対して 4.6% 4.8% 2.2% 2.0% 1.0% 1.0%

資産割 固定資産税に対して 34.8% 34.8% 15.2% 15.2% 8.0% 8.0%

均等割 加入者１人あたり 20,000円 21,500円 5,000円 5,000円 6,000円 6,000円

平等割 １世帯あたり 22,000円 23,500円 10,000円 10,000円 6,000円 6,000円

賦課限度額 １世帯あたりの最高限度額 610,000円 630,000円 190,000円 190,000円 160,000円 170,000円

世帯ごとの課税額は、７月初旬に発送の納税通知書をご確認ください

◆平成30年度に国保制度改革がありました

　平成30年４月から市町村と北海道が共同で保険者となる制度改革があり、各市町村には医療費

の全額が北海道から交付され、市町村は北海道から示される標準保険税率を参考に税率を定め、

国保事業費納付金を北海道に納めることになりました。昨年度に引き続き令和２年度も国保税の

税率改定を行い、標準保険税率に近づけ安定的な運営を目指しています。

・国 民 健 康 保 険 証
・後期高齢者医療保険証 を郵送します保険証更新

限度額適用認定証は役場で

更新手続きをして下さい

《国民健康保険》 新しい保険証は緑色です
北 海 道

国民健康保険

被保険者証

有効期限　　　　令和 3 年 7 月31日

交付年月日　　　令和 2 年 8 月 1 日

適用開始年月日　〇〇〇年△月△日

記号　　　　和　　　　　　　　番号　111111

氏名　　　　和寒　花子

生年月日　　〇〇〇年〇〇月〇〇日　　性別　女

世帯主名　　和寒　太郎

住所　　　　北海道上川郡和寒町字□□□番地

　

保険者番号　０１１３１２

交付者　　　和寒町

〇新しい保険証は７月下旬に

郵送します。届きましたら内

容をご確認ください。

 

〇有効期限満了の保険証は、

住民課保険医療係に返却する

か、ハサミ等で細かく裁断し

処分してください。

後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 証

被保険者番号 ００００００００

住所 上川郡和寒町字□□□番地

氏名 和寒 一郎

生年月日 〇〇〇年〇〇月〇〇日

資格取得年月日 〇〇〇年〇〇月〇〇日

発行期日 〇〇〇年〇〇月〇〇日

一部負担金 １割
の割合

保険者番号並び
に保険者の名称
及び印

男

３９０１４６４２

北海道後期高齢者医療広域連合

有効期限 令和3年7月31日
交付年月日 令和2年7月  1日

《後期高齢者医療》
■限度額適用認定証

引き続き該当する方には

保険証と一緒に郵送します。

新しい限度額適用認定証は黄色です新しい保険証は水色です

限度額適用認定証は

自動更新されません

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

被保険者番号 ００００００００

住所

氏名

生年月日

発行期日 〇〇〇年〇〇月〇〇日

適用区分 区分Ⅰ

長期入院
該当年月日

保険
者印

保険者番号並び
に保険者の名称 北海道後期高齢者医療広域連合

及び印

有効期限 令和3年7月31日

交付年月日 令和2年8月 1日

３９０１４６４２

〇〇年〇〇月〇〇日

和寒 一郎

上川郡和寒町字□□□番地
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　日本の主食、お米。お米は古くから日本人の身体を支えてきた最も基本的ないのちです。農業を敬

う私ですが、米麹を扱う発酵料理講師としても、稲作に高い関心があり、今年は現場の栽培過程を一

からすべて見てみたいと、４月の芽出しより見学させていただいています。

　少し前のことになりますが、５月下旬には田植え体験をさせていただきました。手植えの田植え経

験はあるものの、機械を使った田植えは初めてです。私は普段から何でも、“家庭レベルの手作り”

をすることが好きで、「自分でできる範囲」「気軽に簡単にできる範囲」になりがちなのですが、今回

の田植え体験では思いがけず、自分の考えがこじんまりしていたことに気付きました。

　というのも、機械を使った田植えを見て、家庭レベルの農ではなく、より多くの家庭を見据えた大

規模な商業的農業をまじまじと感じたからです。

　国民皆農でない今の世の中、農業以外の職に就く人々の胃袋を支えるのは間違いなく農家さんです。

私は今後、より多くの人が田園回帰し、少しでも農を暮らしに取り入れた生活をすることをおすすめ

していますが、現時点で私たちを支えてくれている農家さんのお仕事を実際に見て知ることは、食は

もちろん、自然と私たちとの関係性に気付くきっかけになると思います。

　大きな機械で田植えをしていく作業を見て感じるのは、その機械の仕組みへの感心だけに留まりま

せん。私の目を引いたのは、農家さんの乗った機械が進むそのルートです。私のように農家でない人

は、キレイに植わった田んぼを見ることはあっても、具体的にど

んなふうに植えているか、機械はどうやって田んぼに入るのか、

どうやって植えてどうやって出ていくのか、そんなことを考えた

こともない場合がほとんどです。しかし実際にその作業を一部始

終見てみると、実に美しく計算された作業であるかがよくわかり

ます。

　食は大自然の恩恵です。その食を担う農家さんは、大自然の恩

恵をいかに利用するか、緻密な計算の上で自然と向き合っている

ことに気付くと、その尊さを感じられるのでした。
地域おこし協力隊

塚本　麻里（つかもと　まり）

地域おこし協力隊 ムラコ

場 所 工　　事　　名 施　　行　　内　　容 金　額(円 ) 完成期限 受注者

大　成 大成道路路面改修工事 工事延長　　L=640.5ｍ、W＝6.75ｍ 14,355,000
令和 2年
7月 31 日

㈱近藤組

三　笠
令和２年度公営住宅解体撤去
工事（若草団地）

昭和48年旧２種 2棟8戸 延べ床面積　
328.42㎡
昭和50年旧２種 2棟8戸 延べ床面積　
386.46㎡

17,424,000
令和 2年
7月 24 日

㈱浜田組

日ノ出 和寒中学校教員住宅改修工事
外壁ウレタン吹付t50～140㎡
外壁サイディング張替～130㎡
開口部サッシ取替～10ヶ所

6,160,000
令和 2年
8月 14 日

㈱浜田組

三　笠
ジュネスハウスⅠ長寿命化工
事１工区

鉄筋コンクリート3階建　1棟17戸
外壁～ガルバリウム鋼板張637㎡
窓～64ヶ所取替

47,300,000
令和 2年
10 月 30 日

㈱浜田組

三　笠
若草３条通りバリアフリー化
工事

工事延長　L=125ｍ 26,235,000
令和 2年
9月 18 日

㈱近藤組

三　笠
令和２年度公営住宅新築工事

（若草団地）
木造平屋建　延床面積485.88㎡
1棟6戸（1LDK×4戸、2LDK×2戸）

148,500,000
令和 3年
3月 26 日

近藤・浜田経常
建設共同企業体

工事着工の状況

広報わっさむ　令和２年７月号　梢6



災害の備えは大丈夫ですか？
　新型コロナウイルスによる感染症が不安視される状況下においても、災害はいつ起きるかわかりま

せん。突然やってくる災害に対して、被害をできるだけ抑えるために日頃から家庭で、次のような備

えを進めておいてください。

　○地域で協力し合えるよう“顔のみえる関係”を築き、避難するときは、近所に声を掛けて。

　○�災害時に備えて、家族で避難場所などについて話し合っておくことも大切です。避難所が過密 

になることもあるので、可能な場合は親戚や友人の家等の避難も検討してみましょう。

　○気象情報に気をつけて。

　　�携帯電話をお持ちのかたは、和寒町に警報などの発令がされますと、メール配信される設定がで

きます。北海道防災情報の携帯サイト　http://i.bousai-hokkaido.jp/　から登録ができます。

　○地震に備え、金具や市販の転倒防止用具で、家具などが倒れないよう固定してください。

　○停電に備え、防災無線の受信機や懐中電灯に使用する電池を用意しておいてください。

　　また、長時間の停電では、ランタンやカセットコンロが役立ちます。

　６月 18 ～ 19 日の第２回町議会定例会において、新型コロナウイルス感染症対策として約 58 百万

円を追加補正しました。主な内容をお知らせします。

・介護サービス事業所応援事業
入居者・利用者の感染後の重篤化や集団感染のリスクなど、日々不安を抱えながら支援を行って

いる介護事業所に対し、応援金を支給します。

・町内事業者事業継続支援交付金
経営に大きな影響を受けている町内の中小企業、個人事業主等に対し、今後の経営維持を支援す

ることを目的に助成金を交付します。

・学習用情報機器整備及び公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業
オンライン授業が必要になった場合の端末の有無による格差を無くすため、1 人 1 台のタブレッ

トＰＣの整備と、高速通信を行うための校内ネットワーク及びタブレット充電保管庫の整備を行

います。

・図書館資料除菌設備導入事業
図書館の本を安心・安全に使用していただくため、図書用の除菌装置を設置します。

・スポーツ活動支援事業
スポーツ活動が制限され運動の機会が減っている状況のため、感染拡

大を予防しながらオンライン運動教室など運動の機会を提供します。

・議会議員の報酬及び町長の給与２割削減
議会議員の報酬及び町長の給与の７月分を２割削減し、新型コロナ

ウイルス感染症対策の財源とします。

・その他感染予防対策として
予防資材の購入や施設の改善経費。

非常用持出品を確認
　災害時には、電気や水道等のライフラインが止まる可能性も

あります。

　日頃から、保管場所や内容について確認しておきましょう。

例：�マスク、消毒液、体温計、水、食料、常備薬、懐中電灯、

防災情報ラジオ、電池、軍手、防寒具など

新型コロナウイルス感染症対策情報

学校で使用する

タブレットＰＣ

梢　広報わっさむ　令和２年７月号7



冥福と恒久平和を願う　

和寒町戦没者慰霊招魂祭が忠魂碑前（保健福祉セ

ンター横）で執り行われました。新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、規模を縮小して実施するこ

ととなった今年度は遺族や来賓の方々約30人が参列

し、黙祷を捧げました。

その後、参列者一人ひとりが献花を供え、247名

の戦没者の冥福をお祈りいたしました。

カボチャの種まき体験

土曜日の教育活動推進プラン「わっとさむドキドキク

ラブ」が、本年度初の活動を行いました。

今回は、わっさむハロウィーンプロジェクトが育てる

ハロウィーンカボチャ（観賞用）の種まきを体験し、後

半は座学でカボチャについて学習しました。

参加者は「大きく育ってほしい」と願いを込めて作業

をしていました。

オンライン運動教室でコロナ太り解消

和寒町スポーツ協会主催の「フィットネス部」が、

LINEビデオ通話での配信により開催されました。

スポーツジムの自粛要請に伴って３月から活動を休

止していましたが、教育委員会がコロナ対策として実

施している「スポーツ活動支援事業」を活用して５月

中に３回行い、延べ50名ほどが参加しました。

参加者からは「自宅から気軽に参加できて楽しか

った」「また集まって運動できるようになってほし

い」などの感想がありました。

まちのニュース  カメラアイ ～地域の話題をお届けします～

こどもの国オープン　

新型コロナウイルス感染拡大防止のため開園を延

期していた三笠山自然公園こどもの国が６月６日に

オープンしました。

来場にはマスク着用をお願いし、少人数での利用

を呼びかけています。管理棟の休憩スペースや乗り

物に一部制限を設けており、営業は10月の上旬まで

となっています。

6/15
(月)

6/6
(土)

6/6
(土)
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健 康 メ モ
今年は熱中症になりやすい
　新型コロナウイルス感染症の予防や外出自粛等の影響で熱中症になりやすい状況になっています。

熱
中
症

・身体が暑さに慣れにくい

・筋肉量が減り、体に水分を保持しにくくなる
運動不足

・体内に熱がこもりやすくなる

・�マスク内の湿度があがることで喉の渇きを

感じづらくなる

マスク着用

令和２年度　環境省・厚生労働省

【熱中症予防のポイント】（「『新しい生活様式』における熱中症予防行動のポイント」より）

～今年はよ
・ ・

り注意が必要！熱中症！～

早めの応急処置を！
　熱中症かなと思う症状（左表）があったと

きは、すぐに涼しい場所へ移動させ、体を冷

やすなどの応急処置が必要です。

◆意識があり水分がとれる場合

　⇒イオン飲料・経口補水液※を飲む

◆意識がない・自力で水分がとれない場合

　⇒救急車を呼ぶ

※イオン飲料・経口補水液とは
　・市販品（スポーツ飲料など）
　・自分で作る場合
　（作り方：水１ℓ＋砂糖20～ 40g＋塩1～2g）

（熱中症の症状）

意識障害

体にガクガクとひきつけがある

まっすぐに歩けない

高体温

頭痛

倦怠感

嘔吐・吐き気

めまい

大量の発汗

筋肉がつる

立ちくらみ

（対応の仕方）

涼
し
い
場
所
に
移
動
・
衣
服
を
ゆ
る
め
る
・
体
を
冷
や
す

救
急
車
の
要
請

水
分
・
塩
分
の
補
給

自
分
で
水
が

と
れ
な
い
場
合
は

病
院
へ

重
症

軽
症

水分補給

500m 200ml500ml

身体の水分を保つために１日に必要な水分量は… 

のどが渇いていなくても

こまめに水分補給!! 

水 

お茶 

◎大量に汗をかいた時は塩分も 

忘れずに摂りましょう！！ 

1200ml程度

暑さに備えた体・環境づくり

風通しをよく

したり、エア

コンを活用し

ましょう 

涼しい服装 しっかり栄養・休息 

室内換気 適度な運動 

適宜マスクをはずす

屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を

確保できる場合は、マスクをはずしましょう 

� 【臨時保健師　石持　美帆】

梢　広報わっさむ　令和２年７月号9



FMラジオ「情報わっさむ」毎週火曜日放送中！　詳しくは町HPで

『家族じまい』� 桜木 紫乃 /著

認知症の母と、齢を重ねても横暴な

父。両親の老いに姉妹は戸惑い、そ

れぞれ夫との仲も揺れて…。大人の

諦
ていかん

観と慈愛に満ちた長編小説。

『語らいサンドイッチ』

� 谷 瑞恵 /著

大阪にある、姉妹でいとなむ手作り

サンドイッチ専門店「ピクニック・

バスケット」。今日も悩みを抱えた

人々が、心を癒す絶品サンドイッチ

を求めてやってくる。

『不良』� 北野 武 /著

ときは1960年代。中学の入学式で出

会った少年・キーちゃんが、茂の運

命を決めた…。成り行きでヤクザの

世界に入り込んでしまう少年たちの

姿を描く、青春バイオレンス小説。

『ダブル・トライ』

� 堂場 瞬一 /著

７人制ラグビーの日本代表・神崎

が、陸上日本選手権の円盤投に出場

し、日本記録に迫る成績を残した。

「二刀流」アスリートの登場に熱狂

する人々。神崎は瞬く間にスターダ

ムへ駆け上がっていき…。

『水を縫う』� 寺地 はるな /著

男なのに刺
ししゅう

繡が好きな弟。女なのに

かわいいものが苦手な姉。愛情豊か

な親になれなかった母…。世の中の

普通や当たり前を問い直す、６人の

家族の物語。

『きたきた捕物帖』

� 宮部みゆき /著 

江戸は深川、二人の「きたさん」

が、事件を通して成長していく、謎

解き×怪異×人情の捕物帖シリーズ

第１弾。

図書館へ行こう！図書館へ行こう！

今月のBEST本（５月の貸出回数上位本）

『糸』� 林 民夫 /著

北海道で生まれ育った漣は、花火

大会で出会った葵に一目惚れ。互

いを思いながらも、２人はすれ違

いを繰り返し…。中島みゆきさん

の名曲から着想を得た小説。菅田

将暉さん主演で映画化（公開未

定）

『ノースライト』

� 横山 秀夫 / 著

一級建築士の青瀬が設計した新築

の家。しかし、Ｙ邸に越してきた

はずの家族の姿はなく、一脚の椅

子だけが残されていた。Ｙ邸で何

が起きたのか? 一家の行方は…。

長編ミステリ。

話題の新着本

７月の特集コーナー

夏バテ知らずの美味しいごはん特集

暑くなってくると、つい食が細くなりがちです

が、夏バテ気味でも美味しく食べられるようなご

はんや涼しげなデザートの本を集めています。

長期間にわたる臨時休館にご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。

来館にあたってのお願い

マスクの着用と手指消毒に

ご協力をお願いいたします。

電話・ＦＡＸによる予約貸出

サービスも引き続き継続いた

しますので、お気軽にご利用

ください。
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士別警察署かわら版
水難の防止のために

○�波の力で倒されたり、沖に流される危険があ
ります。

　�　水辺で遊ぶ子供の近くから離れないように

しましょう。

○�指定された海水浴場内で、遊泳しましょう。
　�　遊泳禁止区域では、離岸流や急な深み等多

くの危険があります。

○体調不良時や飲酒後の遊泳は危険です。
　�　体調不良時や、お酒を飲んだ後は呼吸が乱

れやすいので入水を避けましょう。

○�釣りをするときは、救命胴衣を必ず着用して、
安全な場所で行いましょう。

　�　高波時の防波堤、流れが速い岸辺、滑りや

すい岩場には近寄らないようにしましょう。

○�水上オートバイは遊泳区域に入ってはいけま
せん。

　�　安全航行に努めて救命胴衣を必ず着装しま

しょう。

夏の交通安全運動の実施
　７月 13 日（月）から 22 日（水）まで ｢ 夏の

交通安全運動 ｣ が実施されます。７月は、学校

や職場の夏休み時期となり、観光やレジャーが

最盛期を迎え、活動範囲が広くなることから、

暑さや長距離運転による疲労等が重なって注意

力が散漫となり、居眠り運転による正面衝突事

故や車両単独事故が増加する傾向にありますの

で、次の点に注意してください。

○�暑さや疲れによる集中力の低下に十分注意
し、眠気を感じたら直ちに休憩をとりましょ
う。また、長時間運転をする際は、２時間お
きに休憩しリフレッシュしましょう。

○�スピードの出し過ぎ、無理な追い越しは絶対
にやめましょう。

○�車に乗ったら、全ての座席でシートベルトを
締めましょう。自転車も保険加入の時代！

夏休みにおける非行防止

　夏の時期は少年の活動も活発になることが予

想され、非行や不良行為に走ったり、福祉犯等

の被害の増加が懸念される。７月の「青少年の

非行・犯罪被害防止全国強調月間」に合わせ、

少年非行及び犯罪被害を防止しましょう。

　問い合わせは士別警察署まで

　　士別警察署　㈹０１６５－２３－０１１０

■人の動き　　　　　　　５月末現在
人　口　　３，２６４人（△５人）
　男　　　１，５３２人（△３人）
　女　　　１，７３２人（△２人）
世帯数　　１，６３８戸（△１戸）

( )は前月比
出生　０人　　死亡　３人
転入　１人　　転出　３人

■お悔やみ申し上げます
	  氏　名	 　年齢	 住　所
櫻井　清子　さん　　85歳　　　　三　笠
金村　憲夫　さん　　92歳　　　　芳生苑
渡部　俊夫　さん　　74歳　　　　北　町

和 寒 町

▼ふるさとまちづくり応援寄付金（ふるさと納税）

� ５月分　127件　計 145万円

▼10万円　亡夫の葬儀に際し

　　　　　渡　部　裕　子さん（北　町）

社会福祉協議会

▼５万円　亡母の葬儀に際し

　　　 　 櫻　井　義　則さん（川　西）

▼５万円　亡父の葬儀に際し

　　　　  金　村　良　則さん（剣淵町）

▼10万円　亡夫の葬儀に際し

　　　　  渡　部　裕　子さん（北　町）

芳生苑・健楽苑

▼５万円　亡父の葬儀に際し

　　　　  金　村　良　則さん（剣淵町）

＝寄贈（芳生苑・健楽苑）＝（野菜他）

▼士別地区更生保護女性会和寒分区

▼松村ミツ子さん（西和）

５月中交通事故状況 （５月末現在）

発生件数
人 身　０件（　  １件）

物 損　５件（　２１件）

死　　者 ０人（　　１人）

傷　　者 ０人（　　０人）

道内での死者 １０人（　４４人）

（　）内は令和２年累計
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こんにちは、りつです★ 
最近は冷蔵庫の中を確認するのが日課だよ〜お腹が空いた
ら大好きなミニトマトを出して食べちゃうよ♪ 
お天気がいい日は外で走り回ったり、シャボン玉で遊んで
るよ！僕を見かけたら声をかけてね〜とびっきりの笑顔で
ハイタッチするよー♡

交通安全の呼びかけ

長谷川　律
りつ

くん　《H31.1.12生まれ》

　北町　おとうさん　長谷川　雄　亮さん
　　　　おかあさん　　　　　友里恵さん

子どもの安全を町民皆で見守ろう

　外出自粛など、感染防止の努力をされ

ている町民皆さまへの還元と、町内の経

済循環の促進を図るため、お買い物クー

ポン券の配付を行いました。

　ご利用は令和２年８月 31 日（月）ま

でですので、期限までにご利用お願いし

ます。

お買い物クーポンのご利用を

配付１番目の方は町長から手渡されました。

配付されたお買い物クーポン券

　交通安全運動初日の６月４日（木）に、交通安全を

呼びかける旗の波運動がひだまり前で実施されました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため少人数で

の実施とし、参加者同士の距離を空けて運転中のド

ライバーに交通安全の呼びかけをおこないました。

　最近、子どもたちが被害に遭う交通事故や事件が

多発していることから、６月４日（木）から 13 日（土）

までの初夏の交通安全運動にあわせて安全見守り活

動を実施しました。交通安全指導員の他、学校関係

者やこども安全見守り隊、役場職員などが「子ども

を守ろう」という共通の思いのもと、登下校時の児

童生徒たちの安全を見守りました。
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